
★第４回定例会は12月3日(月)開会予定です。

平成19年
（2007年） 10月
第23号

９月補正額： ７憶2,236万円

予 算 総 額：205憶6,190万円
(対前年度同期 ＋6億4,625万円、＋3.2%)

特 集

★ 西部広域ごみ処理計画

★ 新病院建設へ向けて
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日 種 別 内 容
開 会
会議録署名議員の指名

３席 本会議 会期の決定
市長提出議案等24件 …… 一括上程
市長提出議案等の提案理由説明

５戚 本会議 議案等に対する質疑
議案等に対する質疑
決議案の上程（企業会計決算審査特委設置）
決議案の提案理由説明

６斥 本会議
決議案に対する質疑
決議案の討論､採決
特別委員会委員の選任
特別委員会正副委員長の互選
議案の常任委員会及び特別委員会付託

７昔 休 会 特別委員会（交通網・港湾・企業誘致対策）
10席 休 会 特別委員会（地域医療整備対策）
11惜 本会議 一般市政に対する質問
12戚 本会議 一般市政に対する質問
13斥 本会議 一般市政に対する質問
14昔 休 会 常任委員会
18惜 休 会 常任委員会
19戚 休 会 正副委員長会

市長提出追加議案等９件・・・上程
市長提出追加議案等の提案理由説明
市長提出追加議案に対する質疑
決議案１件、意見書１件・・・上程
決議案等に対する議案

21昔 本会議
決議案に討論、採決
常任委員会報告
常任委員会報告に対する質疑
特別委員会中間報告
特別委員会中間報告に対する質疑
議案の付議順序により討論、採決
閉 会

平成19年伊万里市議会第３回定例会
会 期 日 程

開議時刻 午前10時９月
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「第４工水」建設事業
本格始動へ!!

第４工業用水道事業は、平成21年７月か
らの供用開始となっています。
９月４日現地にて、多くの関係者出席の

もと安全祈願祭が行われ刈初めの儀、鍬入
れの儀が無事に終了。
挨拶の中で、この大事業の難工事を工期

内に完成させ、将来の伊万里市発展につな
げたいとの熱い意気込みが披歴されました。
また、ＳＵＭＣＯからの30億円の分担金

が了解され、その徴収条例も整備されてい
ます。
あとの残額は、全体事業費から国庫補助

金及び企業分担金を除いた分について、県
と市が50％づつとする確認書が締結される
運びとなっています。
更に国庫補助の確保については、経済産

業省から、財務省に対する20年度概算要求
で、13憶5,200万円が盛り込まれたとの朗
報も入っています

議会ホットコーナー
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特
集

西
部
広
域
ご
み
処
理
計
画

毎日の暮らしの中で、ごみ処理は、重大な問題のひとつです。黒川町立目にある環境セ
ンターは、築後25年が経過。老朽化も進み、地元黒川町の皆さんに多大なご理解ご協力
を頂き、市民から排出されるごみの処理を行っています。
ダイオキシン対策などが厳しくなる中、平成９年、国（当時の厚生省）は新ガイドライ

ンで「ごみ処理施設の広域化」を示し、これを受けて県レベルで広域化計画を策定。佐賀
県内は４ブロックに分けられ、伊万里市は西部ブロックに属します。

ブロック区割りの基本方針
（「佐賀県ごみ処理広域化計画」より）

(1)施設整備（予定）時期が近い施設であること。

(2)処理対象区域が隣接していること。

(3)処理能力が100トン／日以上で、できるだけ大規

模な組み合わせとなること。

(4)既存の一部事務組合の構成市町及び現在広域化に

向けた協議を行っている市町においては、同じブ

ロックとする。

現況
・ 現在、西部ブロックには３ヶ所の焼却場がある。

建設年次

伊万里市 昭和57（1982）年

有 田 町 平成 ７（1995）年

杵藤地区 平成 元（1989）年

⇒もし単独で作るなら、国からの交付金が受けられない

そのため、経費に億単位の差が出る見込み

最近の経過
平成19年

・２月西部ブロックごみ処理広域化推進協議会 決定事項

①一部事務組合による共同処理とする

② 平成19年７月に一部事務組合を設置する

③建設目標を平成26（2014）年度とする

・ ３月議会 西部広域環境組合設置議案可決

・ ３月末 県知事へ、組合設置許可申請

・ ７月 環境組合発足 事務局は伊万里市に設置

（管理者：伊万里市長、副管理者：武雄市長）

今後の予定
・用地選定 各市町からの候補地（８ha以上）抽出を依頼

⇒８月17日 構成市町長会 「伊万里市にお願いしたい」

９月27日 〃 塚部市長「市内に候補地を挙げることができる」

10月９日 西部広域環境組合議会議員協議会にて協議・承認

（伊万里市からの組合議員：副市長、副議長、文教厚生委員長）

・廃棄物処理施設建設は20年に一度程度の事業であり、市町職員に専門ノウハウがないため、期間条件付きで発注

者支援業務方式を導入し、施設整備構想・ごみ処理基本計画・循環型社会形成地域計画を策定する（平成19～

20年度）。その後については再協議。

・策定された計画を基に、具体的な内容について組合議会で協議。

※組合議会は原則公開です。日程等は市ホームページなどでお知らせします。

西部ブロック

み
や
き
町

上
峰
町

吉
野
ヶ
里
町

白石町

大町町

太良町

小城市

佐賀市

神埼市

鳥栖市

基山町

玄海町

伊万里市

有田町
武雄市

嬉野市

鹿島市

多久市

江北町

唐津市
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特
集

新
病
院
建
設
へ
向
け
て

伊万里市民病院と有田共立病院の統合へ向けた具体的な協議が始まっています。これまでに
も第20号で特集を組み、この地区の公的３病院の状況をお示ししてきました。
今回は、位置決定の報告と、今後の協議へ向けての組織と方向性についてお知らせします。

建設予定地…有田町二ノ瀬地区 約25,000㎡
《経 過》

・建設候補地選定委員会で３回の協議と現地視察

・伊万里市内４ヶ所、有田町内５ヶ所から２ヶ所に絞る

・地元の了解を得て、決定

《選定理由》

・鉄道、道路などの交通アクセスが良い

（将来的には有田と伊万里を結ぶセラミック道路が近く

を通る予定）

・周りに民家が少ない。療養環境として良好

・造成コストが低く抑えられる

新病院の将来像

・西部保健医療圏の基幹病院として、地域医

療支援病院及び災害拠点病院を目指す

・がん等に対応する高度医療の充実を図る

・救急医療・小児医療の充実と24時間対応

を目指す

・生活習慣病を中心とした予防・健診の充実

を図る

・病床数は200床以上を目指す

当面の協議
①基本計画策定

・現在、コンサルタントに委託して基本計画策定中

↓

・随時、計画案を策定委員会に諮る

↓

・今年度中に基本計画を完成させる

診療圏・患者実態の把握、病床数､診療機能・科目、医師数、

看護師数、医療機器、収支計画、敷地内での配置など

②一部事務組合の設置

・複数の自治体が経営するため、一部事務組合を設置する必要がある。

現存の「特別養護老人ホームくにみ」の組合を活用する

・施設整備、管理運営に関して､どのような負担割合とするのかが焦点となる

均等割、人口割、病床割、地域割、利用割などが想定される

伊万里駅

川東

伊 万 里
市民病院●

川東 ○
伊万里
市役所

金武

有田川

伊 万 里
市民病院●

国見有料
道 路

大木

有田町役場○
有 田●
共立病院

松浦鉄道

夫婦石

▲腰岳
新病院建設
予定地

伊万里市

有田町

Ｎ

★議会での議論については、Ｐ８をご参照ください。
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常
任
委
員
会
報
告

委員会に付託された条例議案７件、補正予
算議案１件について慎重審査の結果、原案の
とおり可決すべきものと決定いたしました。
消防団条例については、現在初期出動の体

制問題、地域と連携した組織作り、事故が発
生した場合、団員への補償問題等課題は多い。
又国は目標数を設置し、防災市民組織を構成
しようとしているが、社会状況の変化に伴い
両立は難しく、そこで市は予算の増額と団員
の確保に徹底するようとの意見が出された。
補正予算議案の市民活動支援センター整備

事業については、今後50を越す市民団体が利
用した場合、主たる運営母体の存在、責任管
理体制はどの様になっているのか、又利用頻
度が増した場合、今のスペースで充分に団体
の要望に答えられるか疑問視する声もあった。
地域の元気推進事業については全国の事例

が示されたが伊万里市の現状に合った独自の

方向性を見出すことが必要となってくる。既
に市内各地では類似した健康推進事業に取り
組んでおり、現事業との混乱が生じてくるの
ではないかとの意見もあった。
伊万里アジアネットワーク事業については、

焼き物用ガス釜の設置が大連海洋大学内に計
画さえているが、伊万里市側の全額補助事業
ということ、海洋系大学との焼き物の整合性
の説明について一部疑問の声もありましたが、
単に一過性で終わることなく、この事業を基
盤とし、両市
の友好的文化
事業拡大の為
に永久に努力
する様申し入
れをした所で
ある。

総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

◎笠原 義久 ○樋渡 雅純
前田 教一 多久島 繁 松永 孝三
船津 賢次 前田 久年 下平 美代

付託された一般議案１件、予算議案４件に
ついて、慎重審査の結果、「公民館駐車場の塗
装工事等公共施設の整備については、本来、
市の財源で行うべきものである。寄付を財源
に充てる場合においては、一定の基準を設け
計画的に実施されるよう望む」の要望を付し、
原案のとおり可決すべきものと決定いたしま
した。
一般会計補正予算の主なものは、民生費に

おいて、ごみ処理広域化推進事業で負担金が
追加されるものです。今回、基本計画及び処
分施設の基本構想を策定するもので、今後の
西部広域環境組合の協議に十分注目したいと
思います。
教育費では、中学校耐震診断業務委託料の

追加がありました。これは、昭和56年に建築
基準法の改正があり耐震基準が強化されたが、
それ以前の建築分についての診断調査が行わ

れるものです。
調査結果では、補強、あるいは改築等が指

摘されることになっています。
また、公民館管理運営事業では、各種の事

業実施にあたっては、やむを得ない寄付に頼
ることは例外として、本来、市の財源で対応
すべきとの強い意見がありました。
特別会計の補正は、国民健康保険、介護保

険および老人保健のそれぞれの18年度決算に
伴う清算金の整理となっています。

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎岩橋 紀行 ○山増 秀明
占野 秀男 高木 久彦 島田 布弘
田中 啓三 福田 喜一 盛 泰子

交流する大連海事大学

建設中の国見中学校屋内運動場
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産業建設委員会
★所管 産業部、農業委員会、建設部、水道部

当委員会に付託されました条例議案一件、
一般条例２件、及び補正予算議案と決算議案
３件について審査の結果、次の要望を付し、
原案のとおり可決すべきものと決定しました。
小規模土地改良事業について、他事業の活用
も図られ、また予算確保の努力も認めるもの
の、事業費上限の縮減等がこれ以上進むこと
が無いように要望いたしました。
農業経営が厳しい中「伊万里市担い手農地

高度化促進事業」分担金徴収条例については
国から交付金で賄うとの説明があったが、県
市の補助は無く、利益を受ける者から分担金
を徴収する事が、本来の制度では考えられな
い、また集落営農の団体は７地区全てにおい
て、本事業に取り組むよう要望しました。
市民と考える交通システム整備事業につい

ては、交通弱者の交通手段の確保を目的に
「市民と考える交通システム会議(仮称)」を設
置し、新たな地域交通のあり方を協議します。
いまり秋祭り事業については、10月20日

(土)に「光と音と市民総参加と歴史」をテー
マで開催されます、けんか祭り「トンテント

ン」は奉賛会の協議で今年は中止と報告を受
けました、中山間地域総合整備事業がH19年
度～H24年度までの６ヵ年間の事業で伊万里
西部(二里町・東山代町・山代町)地区で事業
が行われます。事業の内容は、用排水路整備、
農道整備、集落道、飲雑用水施設となってい
ます。

◎前田儀三郎 ○渡邊 英洋
松尾 雅宏 松尾 博幸 草野 譲
堀 良夫 内山 泰宏 浜野 義則

常
任
委
員
会
報
告
・
議
会
運
営
委
員
会
報
告

７月25日から１泊２日で、大阪府高槻市議
会、奈良県生駒市議会を訪問し、議会運営に
ついて研修しました。
高槻市議会では、議案審査を先行し、討論

採決後に一般質問を行うこと、３月議会では
補正予算を先決することなど、伊万里市議会
とは異なる議会運営をされていました。また
生駒市議会では委員会への委員外議員の傍聴
が多く、発言も多いとのことでした。
両議会とも、これまでに議会改革を進めて

おられますが、とくに高槻市議会では今年度
から「議会改革検討委員会」を設置。市民と
議会の関係、理事者（執行部）と議会の関係、
議会内部の改革の３部会で検討を開始されて
います。

また生駒市議会では、公務多忙の中、議長
さんの同席を得て、質問にも答えて頂き、中
身の濃い議論ができました。
今回の研修で得た改革事項の中で、伊万里

市議会でもすぐに取り入れられる事項として、
以下のことを議長に提言しています。

現在、議案は執行部職員が議員宅まで
届けている。
行政改革により、職員を減員している

状況にもあることから、宅配をやめ、議
員が各自、議会事務局で受け取ることと
する。

全員協議会で賛否両論あったことから、議
運で再協議することとしています。

◎盛 泰子 ○前田 久年 松永 孝三
松尾 博幸 船津 賢次 内山 泰宏
岩橋 紀行 田中 啓三 浜野 義則

完成した波多津漁港埋立地

議会運営委員会
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特
別
委
員
会
報
告

★第一次サプライヤー：生産工場に直接納品する協力企業

交通網、港湾、企業誘致対策調査特別委員会

１ 西九州自動車道設備について
①唐津・伊万里道路
延長18.1㎞ 唐津ＩＣから北波多からＩ

Ｃ、谷口ＩＣそして伊万里東ＩＣ迄の区間
については用地買収、松浦川橋梁工事、養
母田トンネル工事が着々と進んでいます。
（ＩＣ名仮称）
②伊万里道路
延長6.6㎞ 伊万里東ＩＣから伊万里中

ＩＣを通り伊万里西ＩＣを結ぶ区間は路線
測量及び道路設計に着手されています。
③伊万里、松浦道路
延長、17.2㎞ 伊万里西ＩＣから楠久Ｉ

Ｃ、山代ＩＣそして今福、松浦迄の区間に
ついても用地調査と一部では用地買収も始
まりました。
③伊万里、松浦、平戸市議会による西九州
自動車道促進協議会の活動について
８月30日に、佐賀・長崎両県の知事・議

会及び国道事務所に対し要望活動を行った。
唐津～伊万里道については、唐津地区に目
途がつき今後は伊万里地区となる。国に対
し強く予算獲得を行う必要があるとのこと
であり、委員会でも両県選出の国会議員に
対し要望を行う予定である。

２ 港湾設備について
臨港道路久原・瀬戸線については本年４

月牧島側の４車線が供用開始された。又、
七ツ島工業団地の多目的国際コンテナター
ミナル整備については、－13ｍ岸壁・２バ
ースの整備が行われており、今年はケーソ
ン１函製作・３函据え付けが予定され平成
22年度完了を予定されている。又、久原北
区航路の－10ｍ浚渫も引き続き行われてお
り港湾機能の強化が図られている。

３ 企業誘致について
本年４月から８月迄に、企業訪問等によ

る立地勧奨は延べ10社、立地企業に対する
フォローアップは延べ107社への訪問が行

われており、将来に期待を伺わすものであ
る。又、本年７月伊万里・武雄地区地域産
業活性化協議会の基本計画が、国から第１
号の同意を受けて、自動車・造船・半導体
関連産業についての人材育成・技術支援・
地方交付税の特例措置等が期待され、平成
23年度迄に新規立地等10件・新規雇用200
人が目標とされている。

４ 先進地視察
①山口県下関市（下関港設備）
下関港は日本最大の国際フェリー基地で

あると共に、コンテナ取扱量は輸出入４万
ＴＥＵを超えている。尚、これ迄の関門航
路の通過による水先案内の必要性や潮流の
影響を避ける為、現在は長州出島整備計画
が進められてる。
②福岡県行橋市（企業誘致）
同市の電気機械器具製造業の歴史的背景

及び近年の北部九州地域への自動車関連産
業の集積により、この二業種を中心とした
★第一次サプライヤー誘致を目指し、既存の
稲童工業団地の拠点化を図ると共に即応出
来る大型工業団地造成の必要性があるとの
説明を受けた。

◎福田 喜一 ○松尾 雅宏 占野 秀男
山崎 秀明 樋渡 雅純 高木 久彦
島田 布弘

工事中の養母田トンネル
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特
別
委
員
会
報
告
・
新
病
院
建
設

議
会
協
議
会
報
告

★ 総合医：総合的な診療に対応できる診療レベルの高い医師

地域医療整備対策調査特別委員会
1.新病院建設の協議会等の経過について
3つの公的病院の統合を目指していたが、

社会保険庁の改革案が現在、審議をされて
いる途中であり、今回は市民病院と共立病
院の2病院の統合を先行して審議する事と
なった。
新病院建設場所は、候補地選定委員会を

立ち上げ、その委員会が選定した2候補地
について有田町長が有田町二ノ瀬地区に決
定した
この建設地の決定理由として、交通の利

便性が重要視された。
今後の計画として2者間の負担割合を9月

中に決定し、早い段階で一部事務組合に移
行したいとの設明を受けた。

2.新病院建設に向けて
平成21年4月の開院を目標に、負担割合

を決定し一部事務組合を設置する事となっ
ているが、負担割合については当委員会に
おいて重要な案件であり、慎重な議論が必
要で9月中の決定は、早過ぎるという意見

や議会全体としてのまとめが重要であり、
議員全員での情報共有と議論が必要である
といった様々な意見が出た。また3月まで
にコンサルタントに依頼して基本計画など
が策定されているが地域住民が安心出来る
医療体制を確立するための課題は多い。今
後の協議について必ずしも開院目標に拘束
されることなく将来に禍根を残す事のない
よう十分な議論を尽くして頂きたい。また
市民の声、医療現場の声を反映させ、これ
までの経
緯を市民
に対し十
分に説明
していく
よう努め
て頂きた
い。

新病院建設 議会協議会
伊万里市民病院と有田共立病院の統合、

新病院建設協議が進む中、両議会議員間で
も本音の意見を出し合う場を、と今年の２
月に正副議長、各常任委員長、議運委員長、
特別委員長計14名で「病院建設議会協議会」
（会長：伊万里市議会副議長）が発足、８月
９日～10日の両日に大分県豊後大野市「公
立おがた病院」と熊本県熊本市「済生会熊
本病院」を視察しました。
「公立おがた病院」は、合併による新病

院建設の経過と内容を、「済正会熊本病院」
は経営内容と病院間の連携などを研修しま
した。
新病院は、交通の利便性を重視した。医

師不足が続くので待遇や人権に配慮が必要。
市民が求める総合病院では、医師や医療ス

タッフの確保と病院経営との関係が厳しい
こと、★「総合医」の必要性を自治体から声
を挙げること、地域医療分担方式が必要で
周辺病院との連携も考慮すべきこと、高度
専門性を重視した病院作りなど、多くの課
題とそれらに対する対応の厳しさなど、病
院建設に必要な多くの参考意見を聴きまし
た。

◎草野 譲 ○多久島 繁 渡邊 英洋
堀 良夫 笠原 義久 前田義三郎
下平 美代

公立おがた病院 全景

新病院建設用地（長井手橋より）
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★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。

一
般
質
問
事
項

一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項

１．七ツ島工業団地内のレシード油施設に
ついて
２．水道事業について

１．屋外公共施設のトイレの改善について
(1) 小中学校屋外および体育施設の改善
対策について
(2) 公園施設の改善対策について

２．汚水処理環境の向上について
(1) 企業における処理水の検査、指導に
ついて
(2) 地域における汚水浄化の指導につい
て

３．小規模災害復旧支援事業の実施状況に
ついて
(1) 地域別実施申請者状況と今後作業に
ついて
(2) 既実施者に対する支援について

１． 地域防災への充実・強化の為に
(1) 防災協力事業所登録制度の推進
(2) 災害時情報の速やかな伝達
(3) 消防団協力事業所表示制度の推進
２．児童虐待発生の予防について
(1)「生後４ヶ月までの全戸訪問事業」
(2)「育児支援家庭訪問事業」

１．スポーツ都市宣言の施設づくりについ
て
２．生活道路の整備について
３．議員定数削減に伴う経費の主な使途に
ついて

岩橋 紀行

（一問一答）

山増 秀明

（一問一答）

１．西部ブロックごみ処理広域化計画につ
いて
(1) 本市ごみ処理施設等の状況
(2) 広域化計画の取組み

２．本市消防行政について
(1)消防団条例の改正と再編計画について
(2) 県内消防広域化推進計画について

堀 良夫

（一問一答）

１．道路網整備について
２．防災対策について

渡邊 英洋

（一問一答）

松永 孝三

（一問一答）

１．放課後子どもプランの策定と放課後児
童クラブの拡充

２．公共施設浄化槽管理契約・業務につい
て

１．大川内山に戸栗美術館の建設計画につ
いて

２．「市民と考える交通システム整備事業」
について

３．寄付条例制定について

内山 泰宏

（一問一答）

１．各種補助金の見直しについて
２．統合病院建設に向けての今後の協議に
ついて

田中 啓三

（一問一答）

１．社会保険浦之崎病院に関しての市とし
ての今後の考え方について

２．浦之崎失効地に対する市の取り組み方
について

多久島 繁

（一問一答）

樋渡 雅純

（一問一答）

占野 秀男

（総括）

１．国見台陸上競技場の公認更新について
２．公的病院統合・建設について

浜野 義則

（一問一答）

１．果樹経営支援対策事業について
２．担い手育成条件整備事業と地域担い手
経営基盤強化総合対策実験事業について
３．集落経営体の法人化に向けての取り組
み状況について

松尾 雅宏

（一問一答）

１．いまりんバスの拡充など交通弱者対策
について
２．要介護者の障害者控除について
３．生活保護行政について
(1) 生活保護決定通知書（変更）には明細を
(2) 保護者の転居の自由について
(3) 車の保有について

１．市民との情報共有に向けて
(1) 審議会等の公開
(2) 道路工事等の公開
２．交通安全対策について
(1) 通学路
(2) 伊万里駅周辺
３．留守家庭児童クラブについて
(1) 大規模クラブの分離

船津 賢次

（一問一答）

盛 泰子

（一問一答）
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一

般

質

問く
考
え
で
あ
る
。

上
水
道
は
市
民
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
一
日
も
欠

か
す
事
の
で
き
な
い
も
の
で
、

利
用
者
の
公
正
な
利
益
と
事
業

の
健
全
な
発
展
を
図
り
、
も
っ

て
住
民
の
福
祉
に
寄
与
す
る
よ

う
配
慮
し
て
ほ
し
い
。
安
定
供

給
を
確
保
し
て
円
滑
な
サ
ー
ビ

ス
の
万
全
は
期
さ
れ
て
い
る

か
。

水
道
部
長

伊
万
里
市
は
面
積
が
広
く
、

高
低
差
も
あ
り
、
ま
た
山
間
部

に
集
落
が
点
在
す
る
な
ど
、
地

理
的
、地
形
的
条
件
等
に
よ
り
、

必
然
的
に
投
資
効
果
が
低
い
要

因
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
で

は
健
全
経
営
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

料
金
改
定
の
考
え
は

水
道
部
長

そ
の
状
況
に
は
至
っ
て
い
な

い
。

岩
橋

紀
行

平
成
17
年
９
月
、
18
年

３
月
と
、
過
去
二
度
に
わ
た
り

質
問
し
、
県
の
対
応
、
現
地
の

原
状
回
復
を
促
し
て
き
た
。
し

か
し
、
施
設
完
工
（
平
成
11
年

３
月
）
以
来
、
す
で
に
８
年
の

長
期
に
わ
た
り
放
置
さ
れ
、
当

市
に
十
分
な
説
明
も
な
く
、
公

共
埠
頭
用
地
が
有
効
活
用
で
き

な
い
上
、
赤
錆
で
腐
食
し
た
無

残
な
姿
で
、
工
業
団
地
の
イ
メ

ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
部
長

事
務
担
当
者
レ
ベ
ル
で
は
機

会
あ
る
ご
と
に
県
港
湾
課
に
出

向
い
て
状
況
を
聞
い
て
い
る
も

の
の
、
問
題
解
決
へ
の
進
展
は

見
ら
れ
な
い
。
県
と
し
て
は
服

役
中
の
社
長
に
撤
去
を
強
く
要

請
し
、
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば

来
年
の
夏
頃
と
思
わ
れ
る
社
長

の
出
所
時
期
を
待
っ
て
行
政
代

執
行
等
の
解
決
策
を
詰
め
て
い

樋
渡

雅
純

市
は
児
童
虐
待
防
止
対

策
と
し
て
、
関
係
機
関
等
で
連

携
を
図
り
、
支
援
体
制
を
と
っ

て
い
る
が
、
予
防
の
観
点
か
ら

も
対
応
す
る
職
員
、
母
子
保
健

推
進
員
の
更
な
る
充
実
が
必

要
。
４
か
月
ま
で
の
早
い
時
期

に
乳
児
が
い
る
す
べ
て
の
家
庭

を
訪
問
し
、
子
育
て
支
援
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
、
養
育
環
境
な

ど
も
把
握
し
な
が
ら
、
時
間
を

か
け
て
一
人
一
人
と
向
き
合
い

母
子
共
に
支
援
す
る
「
全
戸
訪

問
事
業
」
を
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

市
長

全
戸
訪
問
事
業
に
関
し
て

は
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
、

訪
問
体
制
の
充
実
な
ど
の
課
題

を
整
え
又
、
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
、
平
成
20
年
に
一
部
開
始

し
、
平
成
21
年
に
は
、
全
戸
訪

問
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

答
弁

質
問

災
害
時
で
の
地
域
防
災

の
充
実
や
強
化
の
た
め
に
は
、

こ
れ
か
ら
地
域
の
特
徴
、
災
害

の
規
模
や
種
類
に
応
じ
て
、
事

業
所
の
強
み
を
活
か
し
た
行
政

と
事
業
所
と
の
防
災
協
力
（
防

災
協
力
事
業
所
登
録
制
度
）
が

大
事
。
そ
の
取
り
組
み
を
重
視

す
る
指
摘
も
あ
る
。
市
の
認
識

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長

県
内
で
は
、
登
録
制
度
は
と

っ
て
な
い
が
、
事
実
上
、
民
間

団
体
や
関
係
機
関
と
協
定
を
結

ぶ
な
ど
し
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。

市
も
緊
急
時
に
は
直
接
事
業
所

の
協
力
を
得
て
い
る
。
幅
広
い

協
力
を
得
る
た
め
に
は
、
今
後

ど
の
よ
う
な
分
野
で
、
ど
の
よ

う
な
協
力
を
お
願
い
で
き
る

か
、
災
害
時
に
お
け
る
連
携
強

化
の
た
め
、
そ
れ
を
含
め
検
討

し
て
い
き
た
い
。

浜
野

義
則

陸
上
競
技
場
は
伊
万
里

市
の
中
心
体
育
施
設
で
あ
り
、

毎
年
陸
上
競
技
選
手
権
や
市
民

体
育
祭
な
ど
、
小
学
生
か
ら
一

般
ま
で
３
万
人
以
上
の
人
が
利

用
し
て
い
る

今
年
は
５
年
に
１
度
の
公
認

更
新
の
年
に
当
た
る
。
第
３
種

公
認
競
技
場
と
し
て
維
持
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
市
の
考
え
と

対
応
は
。市

長
教
育
長
教
育
部
長

国
見
台
陸
上
競
技
場
が
果
た

し
て
き
た
役
割
や
公
認
の
必
要

性
は
理
解
し
て
い
る
が
、
公
認

を
得
る
た
め
に
多
額
の
費
用

（
７
０
０
万
円
程
度
）
が
必
要

で
財
政
的
な
理
由
か
ら
公
認
申

請
の
１
年
延
期
を
お
願
い
し
て

い
る
。
今
後
、
関
係
者
や
協
会

等
と
施
設
・
備
品
等
の
整
備
経

費
の
削
減
方
法
等
も
協
議
し
な

が
ら
来
年
は
公
認
申
請
が
出
来

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

「
こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
事
業
」

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

国
見
台
陸
上
競
技
場
の

公
認
・
更
新
に
つ
い
て

質
問

答
弁

七
ツ
島
工
業
団
地

内
の
レ
シ
ー
ド
油

施
設
に
つ
い
て

質
問 水
道
事
業
に
つ
い
て

★市議会会議録は、市役所１階の市民情報コーナーで閲覧が、市民図書館で閲覧と貸出ができます。
平成15年度以降の分は、市のＨＰで検索することができます。

答
弁

質
問

地
域
防
災
の
充
実
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れ
た
事
や
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ

施
設
有
害
鳥
獣
対
策
上
も
欠
か

せ
な
い
こ
と
か
ら
慎
重
に
判
断

す
べ
き
。

陸
上
競
技
場
の
３
種
登
録

は
、
財
政
難
と
は
い
え
相
応
の

支
出
は
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う

が
。

教
育
長

体
育
館
は
県
営
の
総
合
体
育

館
を
計
画
し
て
い
る
が
現
状
で

は
見
通
し
が
無
く
、
市
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

プ
ー
ル
も
休
暇
セ
ン
タ
ー
利

用
者
に
補
助
券
を
発
行
し
て
い

る
。
今
後
ど
う
す
る
か
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

射
撃
場
に
つ
い
て
は
、
鉛
問

題
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ

た
こ
と
や
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
世
界
中
親
し
ま
れ
て
い

る
こ
と
、
有
害
鳥
獣
駆
除
な
ど

役
割
は
大
き
い
と
受
け
止
め
て

い
る
。
し
か
し
地
元
の
要
望
も

あ
り
廃
止
の
方
向
で
関
係
者
と

協
議
中
で
す
。

松
尾

雅
宏

伊
万
里
の
農
産
物
の
中

で
も
重
要
な
品
目
で
あ
る
梨

は
、
老
木
化
に
よ
り
生
産
量
が

低
下
。
若
木
へ
の
改
植
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
本
事
業
で
は

同
一
品
種
へ
の
改
植
は
対
象

外
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
幸
水

に
代
わ
る
品
種
は
な
く
、今
後
、

幸
水
か
ら
幸
水
へ
の
改
植
を
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。
市
の
支

援
を
ど
う
行
う
の
か
。

産
業
部
長

伊
万
里
市
を
含
め
産
地
で
は
、

幸
水
が
定
着
し
て
お
り
、
こ
れ

に
代
わ
る
品
種
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
の
で
、
強
く
国
へ

要
望
す
る
と
共
に
、
国
が
該
当

し
な
い
の
で
あ
れ
ば
県
の
単
独

事
業
で
と
要
望
し
て
い
る
。

市
長

大
変
重
要
な
問
題
と
考
え
て

お
り
、
例
え
ば
昭
和
幸
水
か
ら

平
成
幸
水
と
か
、
ど
ん
な
屁
理

屈
を
つ
け
て
で
も
国
に
お
願
い

す
る
。
幸
い
岩
永
参
議
院
議
員

も
農
林
副
大
臣
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
し
、
県
と
と
も
に
国
に
対

し
て
強
く
要
望
し
て
い
く
。

本
年
ま
で
担
い
手
の
機

械
整
備
事
業
と
し
て
活
用
し
て

き
た
が
、
国
庫
事
業
に
変
わ
っ

て
も
市
の
義
務
負
担
は
継
続
す

る
の
か
。産

業
部
長

国
庫
事
業
に
変
わ
れ
ば
13
％

補
助
率
が
下
が
る
。
品
目
横
断

が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

混
乱
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
県
の
動

向
を
見
な
が
ら
国
以
外
の
支
援

も
出
来
る
よ
う
努
力
す
る
。

６
月
議
会
後
の
取
り
組

み
は

産
業
部
長
・
市
長

集
落
営
農
推
進
研
修
大
会
を

開
催
。
今
後
も
税
理
士
等
の
専

門
家
を
招
き
５
年
を
目
標
に
出

来
る
経
営
体
か
ら
取
り
組
む
。

品
目
横
断
も
、
農
地
・
水
環
境

整
備
も
、
農
地
の
荒
廃
に
よ
る

災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
農

村
の
機
能
を
維
持
し
続
け
る
た

め
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援

の
充
実
策

新
病
院
建
設
は
場
所
が

決
定
し
、
具
体
的
な
協
議
に
入

る
が
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

市
の
基
本
的
な
考
え
は
。

市
長
政
策
経
営
部
長

現
在
病
院
の
規
模
、
診
療
科

目
、
経
営
方
法
等
に
つ
い
て
コ

ン
サ
ル
委
託
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
平
行
し
て
負
担
割
合
等
に

つ
い
て
も
協
議
を
進
め
る
。

今
年
度
中
に
基
本
計
画
策
定

し
平
成
21
年
４
月
開
業
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
時
間
的
に
少

し
厳
し
い
気
も
す
る
。

事
業
費
の
負
担
割
合
は
重
要

な
協
議
事
項
で
あ
り
議
会
や
市

民
の
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

職
員
等
は
全
員
新
病
院
に
移

行
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
退

職
金
等
は
退
職
時
の
清
算
や
退

職
対
策
債
等
で
協
議
し
て
い

く
。

占
野

秀
男

昭
和
53
年
に
ス
ポ
ー
ツ

都
市
宣
言
を
し
て
以
来
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
国
見
台
を

中
心
に
施
設
整
備
が
図
ら
れ
て

き
た
。

し
か
し
時
代
の
変
遷
と
共
に

市
民
の
意
識
変
化
や
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
の
台
頭
、
施
設
の
老
朽

化
な
ど
の
課
題
も
出
て
き
て
い

る
。体

育
館
も
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。
全
面
改
築
の
時
期
に
あ

る
と
思
う
が
ど
う
す
る
の
か
。

市
営
プ
ー
ル
も
利
用
者
の
激

減
で
閉
鎖
中
だ
が
、
将
来
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

ク
レ
ー
射
撃
場
も
「
閉
鎖
」

の
方
向
だ
が
そ
の
理
由
が
理
解

で
き
な
い
。
鉛
問
題
以
降
地
元

の
不
安
は
理
解
で
き
る
が
、
廃

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
の

問
題
は
起
き
て
な
い
。
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
取
り
組
み
な
が
ら
一

方
で
は
歴
史
あ
る
施
設
を
廃
止

す
る
の
は
遺
憾
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
と
運
営

質
問

集
落
経
営
体
の
法
人

化
に
向
け
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

公
的
病
院
の
統
合
・

建
設
に
つ
い
て

担
い
手
条
件
整
備
事
業
と
地

域
担
い
手
経
営
基
盤
強
化
総

合
対
策
実
験
事
業
に
つ
い
て

果
樹
経
営
支
援
対

策
事
業
に
つ
い
て
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橋
は
幅
員
が
狭
く
通
学
路
と
し

て
危
険
。
拡
幅
す
る
必
要
が
あ

る
。

建
設
部
長

古
賀
川
は
県
河
川
で
あ
り
、

将
来
的
に
は
改
修
の
予
定
が
あ

る
。
道
路
法
線
の
変
更
が
求
め

ら
れ
、
地
権
者
の
同
意
が
必
要

と
な
る
。①

大
坪
ク
ラ
ブ
は
定
員

オ
ー
バ
ー
。
学
校
の
配
慮
で
教

室
を
借
り
て
い
る
。
厚
労
省
が

児
童
の
情
緒
面
へ
の
配
慮
か

ら
、
大
規
模
ク
ラ
ブ
の
分
離
を

進
め
る
中
で
、
計
画
性
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
②
東

山
代
ク
ラ
ブ
も
定
員
オ
ー
バ

ー
。
現
ク
ラ
ブ
の
隣
室
を
使
え

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

指
導
員
と
の
意
見
交
換
を
。

教
育
部
長

①
数
年
先
の
利
用
見
込
み
も

勘
案
し
、対
応
を
考
え
て
い
く
。

②
そ
の
部
屋
の
利
用
に
つ
い
て

は
学
校
の
同
意
を
得
て
い
る

が
、
改
修
の
必
要
が
あ
る
。
利

用
者
の
推
移
を
見
定
め
た
い
。

留
守
家
庭
児
童
ク

ラ
ブ

な
っ
て
い
る
か
。
制
度
の
周
知

徹
底
を
。総

務
部
長

８
月
に
要
綱
を
つ
く
っ
た
。

勉
強
不
足
と
情
報
収
集
不
足
で

県
内
10
市
の
中
で
も
遅
れ
た
こ

と
を
反
省
し
て
い
る
。
来
年
度

の
申
告
に
向
け
て
対
象
者
全
員

に
こ
の
制
度
を
お
知
ら
せ
す

る
。

①
生
活
保
護
決
定(

変

更)

通
知
書
に
は
明
細
の
記
入

を
。
②
生
活
保
護
者
の
転
居
の

自
由
に
つ
い
て
。
③
通
勤
用
の

車
の
保
有
は
自
立
の
た
め
に
も

柔
軟
に
対
応
す
べ
き
だ
し
国
に

も
そ
の
旨
要
望
す
べ
き
だ
。

市
民
部
長

①
早
急
に
明
細
を
表
示
し
説

明
責
任
を
果
た
し
て
ゆ
き
た

い
。
②
敷
金
の
支
給
な
ど
の
こ

と
も
あ
り
、
転
居
の
必
要
性
等

を
判
断
し
て
行
い
た
い
。
③
現

在
車
の
保
有
を
認
め
て
い
る
の

は
６
件
あ
る
。
車
の
必
要
性
は

わ
か
る
が
、
制
度
上
の
問
題
も

あ
る
。
国
に
対
し
て
は
要
望
し

て
ゆ
き
た
い
。

船
津

賢
次

モ
ー
タ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン

の
進
展
な
ど
で
バ
ス
の
減
便
や

廃
止
が
進
行
し
て
い
る
。
高
齢

者
や
学
生
な
ど
交
通
弱
者
は
通

院
や
買
い
物
、
通
学
に
大
変
不

便
を
き
た
し
て
い
る
。
特
に
周

辺
部
は
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し

た
周
辺
部
か
ら
の
要
望
は
把
握

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
交
通
は

生
活
基
盤
で
あ
り
、
後
回
し
に

で
き
な
い
。
市
の
対
応
は
。

市
長

周
辺
部
か
ら
の
要
望
は
十
分

把
握
し
て
い
る
。
今
年
度
中
に

「
公
共
交
通
会
議
」
で
の
議
論

を
ま
と
め
、
20
年
度
中
に
は
一

部
実
現
し
た
い
。

所
得
税
法
施
行
令
な
ど

で
は
65
歳
以
上
で
「
障
害
者
に

準
ず
る
者
」
は
税
金
の
障
害
者

控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
伊
万
里
市
で
の
取

り
組
み
の
状
況
、
実
績
は
ど
う

盛

泰
子

市
内
の
信
号
機
待
機
箇

所
は
12
で
あ
る
。
特
に
「
あ
さ

ひ
ヶ
丘
入
り
口
」
は
交
通
量
が

多
い
上
に
通
学
路
で
も
あ
り
、

設
置
が
急
務
で
あ
る
。

総
務
部
長

指
摘
の
場
所
は
交
通
量
や
事

故
発
生
数
な
ど
を
客
観
的
に
指

標
化
し
た
優
先
順
位
で
数
年
前

か
ら
１
位
で
あ
る
。
今
年
度
は

県
全
体
の
予
算
が
14
基
分
し
か

な
い
。
国
道
の
拡
幅
工
事
が
進

行
中
の
た
め
、
も
う
し
ば
ら
く

待
っ
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。

市
長

県
内
市
長
会
か
ら
も
各
市
に

共
通
す
る
問
題
と
し
て
信
号
機

の
予
算
増
を
要
望
し
て
い
る

が
、
再
度
知
事
に
強
く
働
き
か

け
る
。

古
賀
川
に
架
か
る
山
田

交
通
弱
者
対
策

に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

信
号
機
の
設
置

生
活
保
護
行
政
に

つ
い
て

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁通

学
路
の
安
全
対
策

質
問

山
増

秀
明

各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等

で
使
用
す
る
小
・
中
学
校
屋
外

ト
イ
レ
、
体
育
施
設
及
び
公
園

施
設
ト
イ
レ
を
水
洗
化
、
洋
式

化
へ
改
善
し
て
ほ
し
い
。

教
育
部
長

施
設
箇
所
数
を
基
に
し
た
水

洗
化
率
は
小
・
中
学
校
屋
外
ト

イ
レ
で
87
％
、
体
育
施
設
で

69
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
洋
式
化
は
各
々
60
％

と
24
％
。
一
部
に
洋
式
化
へ
の

要
望
も
あ
る
の
で
改
善
に
努
め

た
い
。

企
業
、
市
民
に
対
す
る

汚
水
処
理
の
指
導
と
、
係
る
水

質
調
査
公
表
に
解
り
易
い
説
明

を
付
け
て
ほ
し
い
。
又
、
抜
打

ち
検
査
や
地
区
役
員
の
立
合
い

な
ど
実
情
の
把
握
も
必
要
で
は

な
い
か
。
さ
ら
に
環
境
調
査
の

屋
外
公
共
施
設
の
ト
イ

レ
の
改
善
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

要
介
護
者
の
障
害

者
控
除
に
つ
い
て

答
弁

汚
水
処
理
環
境
の

向
上
に
つ
い
て
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地
区
組
織
化
の
こ
と
も
指
導
し

て
ほ
し
い
。

市
民
部
長

企
業
の
水
質
検
査
基
準
は
、

国
県
基
準
に
上
乗
せ
設
定
で
、

調
査
報
告
を
義
務
化
し
て
い

る
。
不
定
期
調
査
も
実
施
し
、

伊
万
里
湾
内
及
び
、
定
点
河
川

調
査
も
環
境
月
間
に
合
わ
せ
概

要
報
告
を
し
て
い
る
。
環
境
保

全
の
推
進
は
、
区
長
委
嘱
の
推

進
員
活
動
と
連
携
し
た
い
。

事
業
申
請
状
況
と
今
後

の
作
業
日
程
と
、
予
算
に
余
裕

が
生
じ
れ
ば
既
実
施
者
の
支
援

に
回
し
て
ほ
し
い
。

産
業
部
長

全
申
請
件
数
51
件
、
事
業
費

１
６
５
５
万
円
、
９
月
末
一
次

認
可
と
す
る
。
既
に
実
施
さ
れ

た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
個
人
復

旧
や
工
事
費
領
収
書
等
の
問
題

も
あ
り
対
応
は
困
難
と
思
わ
れ

る
。

質
問

答
弁

掘

良
夫

佐
賀
県
ご
み
処
理
広
域

化
計
画
へ
の
取
り
組
み
状
況

は
。
①
現
環
境
セ
ン
タ
ー
の
状

況
②
広
域
環
境
組
合
の
状
況
③

市
長
の
見
解
は

市
民
部
長

①
近
年
の
ご
み
処
理
量
は
、

概
ね
横
ば
い
状
況
だ
が
、
築
後

25
年
の
環
境
セ
ン
タ
ー
は
老
朽

化
が
著
し
い
上
、
ご
み
質
の
高

カ
ロ
リ
ー
化
等
の
対
応
で
能
力

が
低
下
し
て
い
る
。
②
昨
年
10

月
の
、
４
市
５
町
の
推
進
協
議

会
に
お
け
る
広
域
処
理
へ
の
合

意
を
受
け
て
、
本
年
７
月
に
佐

賀
県
西
部
環
境
組
合
が
設
置
さ

れ
、
伊
万
里
市
長
が
組
合
管
理

者
と
な
っ
た
。
平
成
27
年
度
の

稼
動
開
始
を
目
標
と
し
、
来
年

度
迄
に
用
地
選
定
、
ご
み
処
理

基
本
計
画
等
を
策
定
。
用
地
造

成
か
ら
施
設
建
設
を
平
成
24
年

度
か
ら
26
年
度
ま
で
に
行
う
予

定
で
あ
る
。

市
長

本
市
環
境
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
一

日
も
早
く
新
処
理
施
設
を
建
設

し
、
市
民
に
安
心
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
。
新
セ
ン
タ
ー
建

設
に
は
約
８
ha
が
必
要
と
さ

れ
、
議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
定
数
改
正
①

主
な
要
因
と
②
今
後
の
再
編
計

画
。

消
防
長

①
平
成
14
年
度
に
消
防
団
よ

り
、
定
数
を
千
２
百
人
か
ら
千

人
に
削
減
す
る
計
画
が
出
さ

れ
、
協
議
を
重
ね
、
現
在
の
実

団
員
数
や
国
民
保
護
法
指
針
に

よ
る
必
要
団
員
数
を
満
た
す
千

20
人
と
な
っ
た
。
②
団
員
数
確

保
や
昼
間
の
災
害
対
応
要
員
確

保
が
し
や
す
い
組
織
再
編
が
必

要
で
あ
り
、
昨
年
「
消
防
団
活

性
化
計
画
」
を
策
定
し
た
。

市
長

消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
で

あ
り
感
謝
し
て
い
る
。
団
員
の

処
遇
に
つ
い
て
も
活
動
に
支
障

が
な
い
よ
う
配
慮
・
検
討
し
た

い
。

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

渡
邊

英
洋

①
黒
川
〜
松
島
線
バ
イ

パ
ス
建
設
の
一
期
工
事
、
伊
万

里
津
大
橋
か
ら
牧
島
小
学
校
ま

で
の
2.3
㎞
の
供
用
開
始
は
い

つ
頃
か
。
又
、
牧
島
小
学
校
か

ら
先
の
都
市
計
画
変
更
に
伴
う

ル
ー
ト
発
表
は
い
つ
頃
か
。
②

臨
港
道
路
七
ツ
島
線
建
設
計
画

の
当
初
計
画
が
発
表
さ
れ
こ
れ

ま
で
市
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん

で
き
た
の
か
。
③
県
道
２
９
７

号
（
塩
屋
〜
大
曲
線
）
の
大
型

車
両
増
加
で
、
地
元
住
民
は
大

変
な
危
険
を
感
じ
て
い
る
。
こ

の
様
な
現
状
を
市
民
の
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
ど
う
考
え
る

か
。

市
長
・
建
設
部
長

①
現
在
、
伊
万
里
津
大
橋
か

ら
啓
成
中
学
校
下
ま
で
の
４
０

０
ｍ
が
工
事
中
で
平
成
20
年
度

末
完
成
予
定
。
こ
の
区
間
が
完

了
次
第
、
伊
万
里
津
大
橋
か
ら

牧
島
小
学
校
間
を
供
用
開
始
。

牧
島
小
学
校
か
ら
先
の
ル
ー
ト

発
表
に
つ
い
て
は
、
当
初
計
画

で
黒
塩
地
区
の
地
す
べ
り
地
帯

を
通
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

計
画
変
更
が
必
要
と
な
り
、
県

は
慎
重
に
検
討
中
。
又
、
国
道

２
０
４
号
は
大
雨
の
度
に
冠
水

の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
災
害
に

強
い
バ
イ
パ
ス
建
設
を
要
望
し

て
い
き
た
い
。
②
必
要
性
は
充

分
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

何
回
も
要
望
活
動
を
実
施
。
現

在
は
マ
イ
ナ
ス
13
ｍ
岸
壁
埠
頭

の
整
備
が
国
の
直
轄
事
業
で
な

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
道
路
建
設

に
つ
い
て
は
機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
活
動
を
す
る
。
③
大
型
車

両
増
加
は
充
分
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
県
は
横
断
歩
道
・

歩
道
設
置
等
、
一
応
の
整
備
は

済
ん
で
い
る
と
の
考
え
。
市
と

し
て
は
今
、
県
の
公
安
委
員
会

が
行
っ
て
い
る
現
地
調
査
を
基

に
更
な
る
現
状
把
握
に
努
め
た

い
。
黒
川
町
区
長
会
・
交
通
安

全
対
策
協
議
会
等
、
地
元
関
係

機
関
と
連
携
し
、
す
で
に
提
出

し
て
あ
る
「
追
い
越
し
禁
止
区

間
」
や
「
速
度
制
限
区
間
」
の

設
置
等
の
要
望
事
項
を
県
に
強

く
働
き
か
け
て
い
く
。

道
路
網
整
備
に

つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁小

規
模
災
害
復
旧

支
援
事
業
の
実
施

状
況
に
つ
い
て

ご
み
処
理
広
域

化
計
画

消
防
行
政
に
つ
い
て
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田
中

啓
三

補
助
金
に
つ
い
て
は
、

伊
万
里
市
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
、
又
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
よ
り
必
要
性
、
事
業
効

果
が
薄
い
も
の
は
廃
止
す
べ
き

で
、
必
要
な
も
の
ま
で
同
様
に

カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
団
体
等
へ
の
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
た
予
算
化
が
必
要
で
は
な

い
か
。

市
長

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
現
在

財
政
厳
し
い
中
、
枠
配
分
で
予

算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
団
体
等

へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
行
政

評
価
を
実
施
し
見
直
す
と
こ
ろ

は
見
直
し
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
今

後
は
考
え
て
い
き
た
い
。

統
合
病
院
建
設
に
あ
た

っ
て
は
、
建
設
負
担
金
・
医
師

統
合
病
院
建
設
に
向

け
て
の
協
議

松
永

孝
三

「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
」
の
具
体
化
に
あ
た
っ
て
。

教
育
部
長

放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・

安
心
な
居
場
所
の
確
保
。
こ
の

事
業
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
関
係

各
課
連
携
し
て
具
体
的
に
進
め

て
行
く
。

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推

進
事
業
」
の
具
体
化
と
課
題
。

教
育
部
長

今
年
度
、「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」
の
開
設
さ
れ
て
い
な
い

学
校
で
実
施
し
て
い
る
。
実
施

す
る
こ
と
で
、
問
題
点
を
把
握

し
、
ど
の
よ
う
な
連
携
が
可
能

か
協
議
し
て
い
き
た
い
。
指
導

者
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、

退
職
さ
れ
た
先
生
方
は
じ
め

色
々
な
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
に
協
力
を
広
く
呼
び

か
け
、
積
極
的
に
事
業
の
Ｐ
Ｒ

と
共
に
、
指
導
者
の
確
保
に
努

め
る
。
活
動
場
と
し
て
公
民
館

の
利
用
も
考
え
て
い
き
た
い
。

「
合
特
法
」
に
基
づ
く
、

合
理
化
計
画
案
に
つ
い
て
。

建
設
部
長
・
政
策
経
営

部
長合

理
化
計
画
案
は
、
今
年
度

内
に
策
定
す
る
。
業
者
と
協
定

書
を
締
結
を
す
る
。計
画
案
は
、

市
民
に
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

公
表
す
る
。

委
託
契
約
金
が
予
定
価

格
に
対
す
る
落
札
価
格
が
高
す

ぎ
る
の
は
、ど
う
し
て
な
の
か
。

政
策
経
営
部
長

委
託
契
約
は
前
年
度
実
績
な

ど
を
参
考
に
予
定
価
格
を
決
め

た
り
す
る
の
で
予
定
価
格
と
入

札
額
、
見
積
額
が
、
同
じ
に
な

る
こ
と
は
あ
る
。

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

内
山

泰
宏

当
初
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
大
川
内
山
方
面
に
向
か
っ

て
左
側(

山
手)

に
計
画
さ
れ
、

土
地
の
売
買
も
済
ん
で
い
た
。

し
か
し
戸
栗
美
術
館
側
は
こ
の

場
所
が
地
す
べ
り
す
る
の
で
な

い
か
と
心
配
し
伊
万
里
市
と
幾

度
と
な
く
協
議
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
の
伊
万

里
・
有
田
焼
伝
統
産
業
会
館
の

場
所
で
戸
栗
美
術
館
を
建
設

し
、
ろ
く
ろ
教
室
、
絵
付
け
な

ど
の
後
継
者
育
成
な
ど
は
戸
栗

美
術
館
が
購
入
し
た
土
地
で
行

う
新
計
画
案
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
地
元
・
窯

元
組
合
は
情
報
提
供
さ
れ
ず
、

市
主
導
で
地
元
に
関
係
な
く
進

め
ら
れ
て
き
た
の
で
市
に
中
止

を
申
し
入
れ
た
。

17
年
の
９
月
ご
ろ
窯
元
役
員

は
、
山
側
の
土
地
に
戸
栗
美
術

館
建
設
と
、
戸
栗
美
術
館
の
要

望
と
し
て
10
項
目
を
口
頭
で
聞

い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
地
元
と

し
て
の
要
望
は
調
整
さ
れ
な
い

ま
ま
土
地
購
入
が
先
行
し
た
。

そ
の
間
、
戸
栗
美
術
館
側
は

幾
度
か
大
川
内
山
を
訪
問
さ
れ

て
い
る
が
地
元
住
民
へ
の
挨
拶

な
ど
の
接
触
は
一
度
も
な
い
状

態
で
あ
る
。
顔
も
見
え
な
い
相

手
に
対
し
、
地
元
と
し
て
は
不

信
感
を
抱
い
て
お
り
そ
の
こ
と

が
今
回
の
反
対
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

①
地
元
反
対
後
の
戸
栗
美
術

館
の
対
応
は
ど
う
か
。
②
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
は
。政

策
経
営
部
長

大
川
内
山
窯
元
が
申
し
入
れ

た
翌
日
に
、
戸
栗
会
長
と
会
い

状
況
説
明
。
戸
栗
会
長
は
「
地

元
の
意
向
を
重
要
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
反
対
で
あ
る
な

ら
伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
産
業

会
館
で
の
計
画
は
断
念
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
ば
ら
く
静

観
し
た
い
」と
の
意
向
で
あ
る
。

市
長

「
戸
栗
美
術
館
が
土
地
を
購

入
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
、

そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
戸
栗
側
が

展
開
さ
れ
る
の
か
、
そ
こ
に
尽

き
た
の
で
な
い
か
」
と
思
う
。

戸
栗
美
術
館
の

建
設
に
つ
い
て

質
問

答
弁

補
助
金
の
見
直

し
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

質
問

公
共
施
設
浄
化
槽
契

約
・
業
務
に
つ
い
て

答
弁

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
の
策
定
と
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

質
問

質
問
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の
確
保
・
診
療
科
目
等
、
今
後

建
設
に
向
け
て
、
ど
の
様
な
協

議
を
進
め
て
い
か
れ
る
の
か
。

市
長

現
在
市
民
病
院
に
な
い
診
療

科
目
の
充
実
を
は
か
り
、
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
市
民
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
経
営
を
目
指
し

た
い
。

又
、
負
担
金
の
問
題
に
つ
い

て
も
有
田
町
と
今
後
、
十
分
協

議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

答
弁

多
久
島

繁

伊
万
里
の
西
端
に
位
置

す
る
病
院
の
果
た
す
役
割
を
、

ど
う
考
え
る
か
。

政
策
経
営
部
長

国
の
病
院
と
し
て
残
る
可
能

性
も
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
も
こ

の
ま
ま
の
状
態
で
も
い
け
な
い

の
で
、
西
部
地
区
医
療
の
必
要

性
も
含
め
、
医
師
会
等
と
も
話

し
合
い
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

病
院
統
合
枠
か
ら
外

れ
、
他
県
か
ら
の
利
用
者
が
多

い
現
状
を
ふ
ま
え
た
当
病
院
の

置
か
れ
た
立
場
を
、
ど
う
考
え

る
か
。

市
長

地
理
的
に
考
え
て
も
存
在
感

が
あ
る
。存
続
し
て
ほ
し
い
し
、

存
続
に
期
待
し
て
い
る
。

再
度
、
社
保
庁
に
譲
渡

申
請
を
行
う
の
か
。

政
策
経
営
部
長

国
の
動
向
を
見
極
め
、
西
部

地
区
と
し
て
の
役
割
を
ふ
ま
え

た
話
を
し
て
い
く
。

川
南
造
船
所
跡
地
の
開

発
に
対
す
る
市
の
考
え
方
。

政
策
経
営
部
長

失
効
地
の
港
湾
計
画
は
地
元

と
協
議
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

権
利
者
と
の
話
し
合
い

の
進
み
具
合
は
ど
う
な
の
か
。

政
策
経
営
部
長

今
後
は
予
算
化
し
て
、
手
続

き
の
為
の
接
し
方
が
必
要
だ

し
、
地
元
の
考
え
を
伝
え
て
い

く
。

失
効
地
に
隣
接
す
る
廃

棄
物
処
理
用
地
の
整
備
に
つ
い

て

市
長

航
路
浚
渫
土
処
理
地
と
し
て

も
、
確
保
し
て
お
か
な
い
と
い

け
な
い
が
、
今
後
の
産
業
・
工

業
用
地
と
し
て
必
要
で
、
県
へ

用
途
変
更
を
交
渉
し
、
県
へ
の

働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

社
会
保
険
浦
之
崎
病

院
の
今
後
に
つ
い
て

浦
之
崎
失
効
地
の
取

り
組
み
方

●「
悪
質
商
法
被
害
を

な
く
す
た
め
の
割

賦
販
売
法
改
正
を

求
め
る
意
見
書
」

地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
関
係
機
関
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書

決
算
審
査
特
別
委
員
会

●
一
般
会
計
・
特
別
会
計

◎
内
山
泰
宏
、
○
山
崎
秀
明
、

松
尾
雅
宏
、
多
久
島

繁
、

松
永
孝
三
、
松
尾
博
幸
、

島
田
布
弘
、
笠
原
義
久
、

盛

泰
子

審
査
日
程

11
／
２
・
５
・

６
・
７
・
12
・
（
16
）

●
企
業
会
計

◎
高
木
久
彦
、
○
船
津
賢
次
、

占
野
秀
男
、
前
田
久
年
、

草
野

譲
、
樋
渡
雅
純
、

前
田
儀
三
郎
、
福
田
喜
一
、

浜
野
義
則

審
査
日
程

11
／
５
・
６
・
７

人
権
擁
護
委
員

総
数
10
人
の
う
ち
、
任
期
満

了
に
伴
う
改
選
に
よ
り
、
次
の

３
名
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

森
戸
妙
子
、
野
口
勝
美
、

馬
場
義
行

★決算委員会の日程別審査事項は、議会のホームページに載せています。
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編
集
後
記
な
ど

今
年
の
佐
賀
の
９
月
の
平
均

温
度
は
、
例
年
に
比
べ
４
℃
近

く
も
高
く
大
変
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
。

秋
の
気
配
が
遠
く
に
感
じ
ら

れ
さ
び
し
い
思
い
と
、
温
暖
化

が
身
近
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
感
し
た
９
月
で
し
た
。

今
、
高
度
医
療
を
目
指
す
市

民
、
共
立
、
二
病
院
の
統
合
に

向
け
た
協
議
も
進
ん
で
い
ま

す
。
同
時
に
広
域
で
ど
う
ご
み

を
共
同
処
理
し
て
い
く
か
、
西

部
広
域
環
境
組
合
で
の
協
議
も

進
行
中
で
す
。
今
回
二
つ
の
課

題
に
つ
い
て
特
集
を
組
ん
で
み

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
樋
渡
雅
純

○
山
崎
秀
明

松
尾
雅
宏

多
久
島
繁

前
田
久
年

渡
邊
英
洋

顧
問

占
野
秀
男
、
盛
泰
子

発
行伊

万
里
市
議
会

伊
万
里
市
立
花
町
一
三
五
五
―
一

3
０
９
５
５
―
２
３
―
２
１
１
１

5
０
９
５
５
―
２
２
―
１
２
７
７

E-m
ail:gikai@

city.im
ari.lg.jp

編
集市

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷

山
口
印
刷
株
式
会
社

★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約14円（印刷費）で作成しています。

行政視察受け入れの状況（平成19年１月～８月）
月 来訪議会名 人数 視 察 項 目

１
山口県周南市議会 ３ 学校給食センター 会
愛知県豊田市議会 ３ バイオマスタウン構想 会
鳥取県米子市議会 10 補助金交付の見直し 会

２
宮崎県えびの市議会 ７ 畑の中のレストラン 委
大分県佐伯市議会 10 議会運営、議会改革 委
山形県南陽市議会 ６ 21世紀ゆめづくり事業、パブリックコメント 会

３ 三重県名張市議会 ６ 食のまちづくり推進条例 会
愛媛県今治市議会 10 消防行政、防災行政 委

５
山口県下関市議会 ５ 市民図書館 会
宮崎県日向市議会 ４ 企業誘致（木材コンビナート） 会
北海道遠軽町議会 ４ 食のまちづくり、学校給食センター 委
佐賀県嬉野市議会 ５ 地場産業への取り組み 委
山形県山形市議会 ８ 伝統的地場産業振興策 委

７ 京都府城陽市議会 13 議会改革 委
宮城県名取市議会 ５ 伊万里駅前線整備事業 会
広島県安芸高田市議会 ９ 伊万里はちがめプラン 委

８ 富山県魚津市議会 １ いじめなし都市宣言 個

※ 人数は、議員のほか随行者も含みます。
※ 「委」は委員会、「会」は会派「個」は個人での視察を意味します。
※ 多くの場合、伊万里市内に宿泊されています。伊万里市議会も出来るだけ視察先の自治体に宿泊するように努めています。

８
月
20
日
、
伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
議

長
会
主
催
に
よ
る
研
修
会
が
開
か
れ
、
県
内
か
ら
多

数
集
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

末
延
吉
正
氏
を
迎
え
「
混
迷
す
る
政
治
の
舞
台
裏
」

の
題
で
参
議
院
の
与
野
党
逆
転
の
緊
張
関
係
の
中
、

戦
後
初
め
て
と
い
え
る
政
策
の
論
争
が
や
れ
る
か
ど

う
か
、
そ
の
期
待
を
示
し
つ
つ
こ
れ
か
ら
の
３
〜
５

年
間
は
時
代
の
方
向
を
決
め
る
大
事
な
時
に
入
っ
た

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

又
、
様
々
に
流
さ
れ
る
情
報(

新
聞
、
テ
レ
ビ)

を

見
、
読
み
比
べ
情
報
に
踊
ら
さ
れ
ず
事
実
は
な
に
か

を
見
切
る
力
、
読
み
取
り
判
断
す
る
力
を
磨
く
こ
と
。

情
報
を
取
捨
選
択
し
て
活
用
す
る
能
力
、
メ
デ
ィ
ア

リ
テ
ラ
シ
ー
の
重
要
性
を
示
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
方

自
治
体
に
対
し
て
は
、
ム
ダ
は
で
き
な
い
、
生
き
残

り
を
か
け
知
恵
を
し
ぼ
り
身
の
丈
に
合
っ
た
経
営
を

す
る
発
想
の
転
換
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
達
の
言
葉
に
あ
る
「
鳥
の
眼
、
虫
の
眼
」

を
紹
介
し
な
が
ら
、「
虫
の
眼
」
で
も
う
一
歩
近
付
い

て
本
当
か
ど
う
か
見
定
め
る
。
大
空
を
舞
う
鳥
の
如

く
「
鳥
の
眼
」
で

大
き
く
俯
瞰
し
て

物
事
を
見
る
。
こ

の
両
方
が
必
要
で

み
な
さ
ん
の
仕
事

も
同
じ
な
の
で
は

な
い
か
等
々
、
多

く
の
示
唆
を
頂
く

一
日
で
し
た
。


